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和
平
探
る
ビ
ル
マ
民
族
紛
争
―
「
武

器
よ

さ
ら
ば
」
い
つ
？
―

経
済
政
策
の
破
綻
に
よ
る
貧
困
。
度
重

な
る
人
権
弾
圧
。
民
主
化
へ
の
遠
い
道
の

り
。
そ
し
て
４
０
年
以
上
続
く
国
内
の
民

族
紛
争
。
ビ
ル
マ
は
あ
え
い
で
い
る
。
国

内
の
経
済
再
建
の
た
め
軍
事
政
権
、
国
家

法
秩
序
回
復
評
議
会
（
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｃ
）

は
、
反
政
府
闘
争
を
続
け
る
少
数
民
族
組

織
と
和
平
へ
向
け
て
話
し
合
い
を
進
め
る

立
場
を
取
り
始
め
た
。
一
八
日
（
一
九
九

四
年
一
月
）
再
開
の
新
憲
法
制
定
の
た
め

の
国
民
議
会
の
成
り
行
き
に
よ
っ
て
は
、

世
界
で
最
も
古
い
地
域
紛
争
に
解
決
の
兆

し
が
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

少
数
民
族
の
不
信
深
く
―
「
戦
わ

ね
ば
抹
殺
さ
れ
る
」

昨
年
五
月
（
一
九
九
三
年
）
か
ら
今
年

初
め
ま
で
三
度
に
わ
た
り

計
五
ヶ
月
を

、

、

ビ
ル
マ
反
政
府
組
織
の
司
令
部
が
あ
る
カ

レ
ン
族
の
中
で
過
ご
し
た
。

「
明
日
に
で
も
武
器
を
置
い
て
戦
い
は

や
め
た
い
の
で
す
。
そ
れ
が
私
た
ち
の
心

か
ら
の
願
い
で
す

。
カ
レ
ン
軍
第
二
〇

」

大
隊
が
支
配
す
る
最
前
線
基
地
で
、
ト
ゥ

・
ラ
・
ワ
ー
司
令
官
は
静
か
に
語
っ
た
。

「

、

私
た
ち
は
好
戦
的
な
テ
ロ
リ
ス
ト
で
も

排
外
的
な
民
族
主
義
者
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
平
和
な
暮
ら
し
を
願
う
山
岳
民
族
で

す

た
だ

私
た
ち
が
抵
抗
を
や
め
れ
ば

。

、

、

ビ
ル
マ
軍
は
カ
レ
ン
族
を
抹
殺
し
て
し
ま

う
で
し
ょ
う
。
カ
レ
ン
族
に
タ
イ
す
る
暴

行
、
略
奪
の
事
実
を
見
て
く
だ
さ
い
。
歴

史
が
す
べ
て
を
物
語
っ

て
い
ま
す
」

昨
年
末
か
ら
始
ま
っ
た
政
府
と
反
政
府

組
織
の
中
心
、
カ
レ
ン
族
と
の
和
平
に
向

け
て
の
交
渉
は
、
政
治
的
な
駆
け
引
き
の

段
階
に
入
っ
た
。
①
反
政
府
組
織
の
連
合

体
、
ビ
ル
マ
民
主
同
盟
（
Ｄ
Ａ
Ｂ
、
一
七

団
体
）
と
し
て
の
交
渉
②
全
政
治
犯
の
釈

放
③
交
渉
過
程
を
報
道
陣
に
公
開
④
第
三

国
に
よ
る
調
停
⑤
国
外
で
の
交
渉
｜
が
カ

レ
ン
族
に
と
っ
て
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ

く
前
提
条
件
で
あ
る
。

昨
年
夏
、
反
政
府
組
織
の
な
か
で
最
大

の
カ
チ
ン
族
が
、
政
府
と
部
分
的
な
が
ら

単
独
で
和
平
協
定
を
結
び
、
Ｄ
Ａ
Ｂ
の
結

束
に
亀
裂
が
生
じ
た
。
軍
事
的
に
も
、
経

済
的
に
も
追
い
つ
め
ら
れ
た
カ
レ
ン
族
が

和
平
へ
進
む
と
、
四
十
五
年
に
及
ぶ
紛
争

に
終
止
符
が
打
た
れ
る
。

政
府
側
は
、
反
政
府
の
各
民
族
を
分
断

す
る
政
策
か
ら
Ｄ
Ａ
Ｂ
と
の
交
渉
は
避
け

た
い
。
一
方
カ
レ
ン
族
側
は
各
少
数
民
族

よ
る
反
政
府
統
一
戦
線
を
掲
げ
た
い
た

め

Ｄ
Ａ
Ｂ
と
し
て
の
交
渉
を
譲
れ
な
い

、

。

現
在
、
最
も
重
要
な
こ
の
条
件
を
め
ぐ
っ

て
の
攻
防
が
続
い
て
い
る
。

昨
年
十
二
月
に
選
出
さ
れ
た
Ｄ
Ａ
Ｂ
の

五
団
体
に
よ
る
代
表
か
ら
、
ビ
ル
マ
人
学

生
の
組
織
が
抜
け
落
ち
た
。
こ
れ
以
上
の

戦
闘
を
避
け
た
い
カ
レ
ン
族
側
は
、
そ
の

多
数
を
占
め
る
ビ
ル
マ
人
を
含
め
た
Ｄ
Ａ

Ｂ
で
は
な
く
、
少
数
民
族
の
組
織
、
民
族

民
主
戦
線
（
Ｎ
Ｄ
Ｆ
）
と
し
て
交
渉
に
入

る
可
能
性
を
も
探
っ
て
い
る
。

タ
イ
、
ビ
ル
マ
、
ラ
オ
ス
、
中
国
と
結

ん
だ
四
カ
国
貿
易
圏
を
作
り
出
し
た
い
対

政
府
は
、
ビ
ル
マ
国
境
に
あ
る
紛
争
地
帯

に
圧
力
を
か
け
始
め
た
。
タ
イ
側
に
逃
れ

て
い
た
モ
ン
族
、
カ
レ
ニ
ー
族
の
難
民
た

ち
は
、
タ
イ
政
府
に
よ
っ
て
ビ
ル
マ
側
へ

追
い
返
さ
れ
、
ビ
ル
マ
政
府
と
の
和
平
交

渉
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
国
境
で
は
五
万

人
も
の
カ
レ
ン
族
が
難
民
生
活
を
お
く
っ

て
い
る
。
タ
イ
政
府
に
よ
っ
て
、
彼
ら
も

い
つ
、
ビ
ル
マ
側
へ
追
い
返
れ
る
か
も
知

れ
な
い
。

歴
史
的
に
タ
イ
・
ビ
ル
マ
国
境
韓
の
緩

衝
地
帯
で
あ
っ
た
カ
レ
ン
支
配
地
域
に



は
、
新
し
い
経
済
圏
を
も
く
ろ
む
タ
イ
の

利
権
業
者
た
ち
が
押
し
寄
せ
て
い
る
。
毎

朝
、
ま
だ
夜
も
明
け
ぬ
う
ち
か
ら
、
タ
イ

国
旗
を
掲
げ
た
ボ
ー
ト
が
チ
ー
ク
材
を
満

載
し
て
、
サ
ル
ウ
ィ
ン
河
と
モ
エ
（
イ
）

河
を
往
来
、
牛
を
ぎ
っ
し
り
積
ん
だ
ボ
ー

ト
が
タ
イ
国
境
へ
向
か
っ
て
い
る
。

国
境
貿
易
の
利
益
失
う
―
軍
事
的
圧

力
か
け
る
政
府
―

カ
レ
ン
族
は
、
ビ
ル
マ
政
府
が
国
を
開

放
し
た
た
め
、
国
境
貿
易
か
ら
得
て
い
た

ば
く
大
な
利
益
を
失
っ
た
。
今
は
タ
イ
の

業
者
に
も
足
元
を
見
ら
れ
、
良
質
の
チ
ー

ク
材
一
ト
ン
当
た
り
二
千
～
三
千
バ
ー
ツ

と
い
う
、
国
際
価
格
の
一
割
に
も
満
た
な

い
価
格
で
取
り
引
き
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
陥
っ
た
。
チ
ー
ク
材
伐
採
が
終
わ
っ

た
後
、
カ
レ
ン
族
の
土
地
が
水
没
し
て
し

ま
う
ダ
ム
建
設
の
計
画
も
、
既
に
進
め
ら

て
い
る
。

昨
年
、
ビ
ル
マ
政
府
は
十
億
ド
ル
以
上

の
武
器
を
中
国
か
ら
買
い
入
れ
た
。
そ
し

て
、
カ
チ
ン
族
に
向
け
て
い
た
軍
を
和
平

協
定
後
、
カ
レ
ン
族
の
支
配
地
域
に
移
動

さ
せ
、
軍
事
的
圧
力
で
和
平
交
渉
の
シ
ナ

リ
オ
を
有
利
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

カ
レ
ン
族
を
は
じ
め
辺
境
民
族
の
生
存
へ

の
脅
威
が
な
く
な
る
保
障
は
、
果
た
し
て

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

<
>

写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

・
兵
站
基
地
・
テ
ィ
ム
タ
近
く
の
山
岳
地

で
、
前
線
へ
の
輸
送
船
を
待
つ
カ
レ
ン
軍

の
若
い
兵
士
た
ち
。

・
カ
レ
ン
民
族
は
、
女
性
も
パ
イ
プ
タ
バ

コ
を
数
週
間
が
あ
る
。
子
供
も
五
、
六
歳

に
な
る
と
吸
い
始
め
る
。

・
象
に
乗
る
少
年
た
ち
。
大
切
な
輸
送
手

段
で
あ
る
ゾ
ウ
に
、
遊
び
で
は
乗
せ
て
も

ら
え
な
い
。
荷
物
運
び
の
仕
事
に
向
か
う

と
こ
ろ
。


